
東大寺諷誦文稿注釈〔八・結〕

一
三
九

東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
八
・
結
〕

─
350
行
～
395
行

─

小　

林　

真
由
美

凡
例

【
影
印
】

　

複
製
本
『
華
厳
文
義
要
決　

東
大
寺
諷
誦
文
稿
』（
一
九
三
九
年
、
佐
藤
達
次
郎
刊
）
の
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
」
を
撮
影
し
た
。

上
部
に
、
築
島
裕
編
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（
二
〇
〇
一
年
、
汲
古
書
院
）
に
よ
る
行
番
号
を
記
し
た
。

【
翻
刻
】

　
　

翻
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
本
文
翻
刻
に
準
拠
す
る
。
旧
字
・
異
体
字
・
略
字
・
俗
字
は
原
則
的
に
現
行
の
新



一
四
〇

字
体
に
あ
ら
た
め
た
。
但
し
「
无
」「
寶
」「
珎
」「
尓
」「
旦
（
檀
）」「
耶
（
邪
）」「
弟
（
第
）」
は
あ
ら
た
め
な
か
っ
た
。
片
仮
名

の
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
甲
類
の
コ
は
「
古
」、
乙
類
の
コ
は
「
己
」、
ア
行
の
エ
は
「
衣
」、
ヤ
行
の
エ
は
「
エ
」、
ワ
行
の
エ
は
「
ヱ
」

と
表
記
し
た
。

　

○
内
の
算
用
数
字
は
、
本
文
に
引
か
れ
た
連
絡
線
に
付
け
た
番
号
で
あ
る
。
→
は
連
絡
線
の
始
点
を
、
←
は
連
絡
線
の
終
点
を
示

し
、
①
→　

←
①
が
一
本
の
連
絡
線
を
示
す
。

　

□　

＝
欠
損
や
擦
消
な
ど
に
よ
り
解
読
不
能
の
文
字
。

　
〔　

〕
＝
解
読
困
難
ま
た
は
解
読
不
能
だ
が
、
先
行
書
の
解
読
に
よ
っ
て
挿
入
す
る
文
字
。

　
　
　

＝
鉤
点
。
章
段
の
文
頭
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

・
○
＝
廓
（
囲
み
線
）
で
抹
消
さ
れ
た
文
字
。

　

翻
刻
の
行
頭
の
数
字
は
、
行
番
号
を
示
す
。

【
読
み
下
し
文
】

　

翻
字
、
記
号
等
は
、【
翻
刻
】
に
準
ず
る
。
連
絡
線
で
挟
ま
れ
た
部
分
は
、（　

）
の
中
に
入
れ
て
連
絡
線
の
番
号
を
記
し
た
。
例

え
ば
、
連
絡
線
①
で
挟
ま
れ
て
い
る
部
分
は
、（
①
釈
迦
如
来
を
…
）
と
し
た
。
連
絡
線
が
入
れ
子
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
外
側

を
【　
　

】
に
い
れ
、【
①
釈
迦
如
来
を
…
（
②
薬
師
如
来
を
…
）】
と
し
た
。
別
案
と
思
わ
れ
る
語
句
は
／
で
示
し
た
。

【
文
意
】



東大寺諷誦文稿注釈〔八・結〕

一
四
一

　

主
に
現
代
語
訳
で
あ
る
が
、
適
宜
補
足
や
省
略
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
連
絡
線
は
【
読
み
下
し
文
】
と
同
様
に
表
記
す
る
。

【
語
注
】

　

行
頭
の
数
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
よ
る
行
番
号
で
あ
る
。
掲
出
語
句
と
順
番
は
【
読
み
下
し
文
】
に
よ
る
。

　
「
中
田
書
」
は
、
中
田
祝
夫
『
改
訂
新
版 

東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』（
一
九
七
九
年
、
風
間
書
房
）
の
略
。『
総
索
引
』

は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
略
。「
築
島
「
小
考
」」
は
、
築
島
裕
「
東
大
寺
諷
誦
文
小
考
」（『
国
語
国
文
』
第
二
十
三
巻

第
五
号
、
一
九
五
四
年
五
月
）
の
略
。

　

本
稿
は
、
博
士
論
文
「
平
安
初
期
仏
教
と
文
学
の
研
究
─
『
日
本
霊
異
記
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
─
」
付
録
「
東
大
寺
諷
誦

文
稿
注
釈
」
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
次
の
注
釈
の
続
稿
で
あ
る
。

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
一
〕
─
１
行
～
40
行
─
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
六
輯
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
二
〕
─
41
行
～
79
行
─
」（
同
、
第
三
十
七
輯
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
三
〕
─
80
行
～
122
行
─
」（
同
、
第
三
十
八
輯
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
四
〕
─
123
行
～
167
行
─
」（
同
、
第
三
十
九
輯
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
五
〕
─
168
行
～
231
行
─
」（
同
、
第
四
十
輯
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
六
〕
─
232
行
～
301
行
─
」（
同
、
第
四
十
一
輯
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

　
　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
七
〕
─
302
行
～
349
行
─
」（
同
、
第
四
十
二
輯
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）



一
四
二

　
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
複
製
本
の
影
印
に
関
し
て
、
原
本
旧
所
蔵
者
で
あ
り
複
製
本
の
刊
行
者
で
あ
る
佐
藤
家
よ
り
ご
快
諾
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
四
九

【
原
文
】（
350
～
351
行
）

350 

同
体
三
寶
云　

一
体
三
寶
云　

一
切
仏
皆
同
体　

於
一
毗
盧
舎
那　

如
来
遍
法
界
身
改
名
替
形

351
釈
云　

薬
云　

阿
云　

知名
山
河
大
地
名
草
木
名
国
土
名
郡
里
名
人
名
畜
生
皆〔
同
〕体

此
理
ヲ
人
奉
対
釈
迦
念
薬
師
阿
弥
陀
可
礼
拝

【
読
み
下
し
文
】（
350
～
351
行
）

　

 

同
体
三
寶
云
。
一
体
三
寶
云
。
一
切
ノ
仏
ハ
皆
同
体
ナ
リ
。
一
ノ
毗
盧
舎
那
如
来
ノ
遍
法
界
身
ニ
於
イ
テ
名
ヲ
改
メ
形
ヲ
替
フ
。

釈
云
。
薬
云
。
阿
云
。
此
ノ
理
ヲ
知
ル
人
ハ
、
釈
迦
ニ
対ム
カ

ヒ
奉
リ
テ
、
薬
師
、
阿
弥
陀
ヲ
念
ジ
テ
礼
拝
ス
可
シ
。

　

山
河
大
地
ト
名
ヅ
ケ
、
草
木
ト
名
ヅ
ケ
、
国
土
ト
名
ヅ
ケ
、
郡
里
ト
名
ヅ
ケ
、
人
ト
名
ヅ
ケ
、
畜
生
ト
名
ヅ
ク
ル
モ
、
皆
〔
同
〕

体
ナ
リ
。

【
解
説
】（
350
～
351
行
）

▽
350
～
351
行　
「
同
体
三
寶
」
と
「
一
体
三
寶
」
は
同
義
。
仏
・
法
・
僧
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
三
宝
の
義
が
内
包
さ
れ
て
い
る
た
め
、

三
宝
は
同
体
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
。
法
相
宗
の
教
義
書
で
あ
る
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
の
「
三
宝
義
林
」（
巻
第
六
之
本
）

に
、
三
宝
に
は
同
体
・
別
体
・
一
乗
・
三
乗
・
真
実
・
住
持
の
六
種
類
が
あ
る
こ
と
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。『
法
華
玄
義
』
巻
第

五
下
に
も
「
一
体
三
宝
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
中
田
書
に
、「
同
体
三
宝
」
は
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
が
出
典
か
と
い
う
指
摘
が

あ
る
（
二
一
四
頁
）。

　
　
「
一
切
ノ
仏
ハ
皆
同
体
ナ
リ
」
以
下
は
、
毗
盧
舎
那
仏
を
法
身
と
す
る
仏
の
三
身
説
に
も
と
づ
い
て
述
べ
て
い
る
。
法
相
宗
と



一
五
〇

天
台
宗
で
は
、
毗
盧
舎
那
仏
を
法
身
（
法
界
身
・
自
性
身
）、
盧
舎
那
仏
を
応
身
（
受
用
身
・
報
身
）、
釈
迦
牟
尼
仏
を
化
身
（
変

化
身
・
応
身
）
と
す
る
。
法
身
は
、
永
遠
不
滅
の
絶
対
的
真
理
（
真
如
・
法
）
そ
の
も
の
を
さ
す
。
応
身
は
、
願
行
を
成
就
し
て

衆
生
救
済
の
た
め
に
現
れ
た
仏
身
で
、
薬
師
仏
・
阿
弥
陀
仏
等
が
該
当
す
る
。
釈
迦
牟
尼
仏
は
人
格
と
肉
体
を
も
つ
存
在
と
し
て

こ
の
世
に
現
れ
た
化
身
。
350
行
～
351
行
は
、
一
切
の
仏
は
、
法
身
の
毗
盧
舎
那
仏
が
名
と
形
を
あ
ら
た
め
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

　
　

351
行
右
傍
に
、
山
河
大
地
や
人
も
畜
生
も
す
べ
て
仏
と
同
体
で
あ
る
と
い
う
一
文
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
392
～
395
行
に
も

類
似
の
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
典
拠
と
な
る
経
典
類
は
未
見
。
法
相
宗
の
仏
身
仏
土
観
に
よ
る
も
の
か
（
拙
稿
「
『
東
大

寺
諷
誦
文
稿
』
の
浄
土
」、『
成
城
文
芸
』
第
二
一
九
号
、
二
〇
一
二
年
六
月
）。

【
文
意
】（
350
～
351
行
）

　

同
体
三
寶
云
。
一
体
三
寶
云
。

　

一
切
の
仏
は
皆
、
同
体
で
あ
る
。
唯
一
の
真
理
で
あ
る
毗
盧
舎
那
如
来
の
遍
法
界
身
が
、
名
を
改
め
、
形
を
替
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
釈
（
迦
如
来
）
云
。
薬
（
師
如
来
）
云
。
阿
（
弥
陀
如
来
）
云
。
こ
の
理
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
釈
迦
如
来
に
向
か
い
申
し
上

げ
な
が
ら
、
薬
師
如
来
、
阿
弥
陀
如
来
を
も
念
じ
て
礼
拝
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

山
河
大
地
と
名
付
け
、
草
木
と
名
付
け
、
国
土
と
名
付
け
、
郡
里
と
名
付
け
、
人
と
名
付
け
、
畜
生
と
名
付
け
る
も
の
も
、
み
な

す
べ
て
（
三
宝
と
）
同
体
な
の
で
あ
る
。



東大寺諷誦文稿注釈〔八・結〕

一
五
一

【
語
注
】（
350
～
351
行
）

350
同
体
三
寶　

三
宝
は
一
体
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
。
一
四
五
頁
【
解
説
】
参
照
。「
又
云
は
く
、
仏
即
ち
是
れ
法
な
り
、
法
即
ち

是
れ
僧
な
り
、
乃
至
仏
性
即
ち
是
れ
法
身
な
り
と
。
故
に
同
体
と
言
ふ
。（
中
略
）
同
体
の
三
宝
は
、
即
ち
浄
法
界
・
真
如
・
法

身
な
り
」（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
六
之
本
）。

350
一
体
三
宝　

前
項
と
同
義
。

350
毗
盧
舎
那
如
来　

毗
盧
舎
（
遮
）
那
は
梵
語V
airocana

の
音
写
語
。
大
日
如
来
・
光
明
遍
照
と
も
訳
す
。
新
訳
『
華
厳
経
』

（
八
十
巻
本
）、『
大
日
経
』
の
教
主
。
旧
訳
『
華
厳
経
』（
六
十
巻
本
）
と
『
梵
網
経
』
で
は
「
盧
舎
那
」
と
音
写
。「
毗
盧
舎
那
」

と
「
盧
舎
那
」
は
原
語
は
同
じ
で
あ
る
が
、
法
相
宗
と
天
台
宗
で
は
区
別
を
し
て
、
毗
盧
舎
那
仏
を
法
身
（
自
性
身
）、
盧
舎
那

仏
を
応
身
（
受
用
身
・
報
身
）、
釈
迦
牟
尼
仏
を
化
身
（
変
化
身
・
応
身
）
と
す
る
三
身
説
を
立
て
た
。
一
四
五
頁
【
解
説
】
参

照
。「
瓔
珞
経
に
云
は
く
、
毗
盧
舎
那
仏
は
是
れ
法
身
な
り
。
盧
舎
那
仏
は
是
れ
受
用
身
な
り
。
釈
迦
牟
尼
仏
は
是
れ
化
身
な
り
」

（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
七
之
末
）。「
法
身
の
如
来
を
毗
盧
遮
那
と
名
づ
く
、
此
に
は
遍
一
切
処
と
翻
ず
。
報
身
の
如
来
を
盧

舎
那
と
名
づ
く
。
此
に
浄
満
と
翻
ず
。
応
身
の
如
来
を
釈
迦
文
と
名
づ
く
、
此
に
度
沃
焦
と
翻
ず
」（『
妙
法
華
経
文
句
』
巻
第
九

下
）。
192
行
「
盧
舎
那
如
来
」、
387
行
「
盧
舎
那
身
」
参
照
。

【
原
文
】（
352
～
354
行
）

352 

華
厳
経
云　

若
人
欲
云　

有
頌
云　

諸
仏
如
来
法
界
身
入
云　

則
義
訓
云　

約
此
有
自
観
他
観

353
自
観
者
端
坐
観
自
身
為
仏　

烏
卒
云　

金
色
云　

結
跏
趺
云　

坐
蓮
華
坐
云　

十
弟
子
云　

梵
云　

ⓗ
云



一
五
二

354
四
大
云　

八
部
圍
繞
云　

他
観
者
観
一
切
人
皆金
剛
頂
経
云
一
切
平
等
礼
云

仏
又
観
釈
阿常
不
軽
不
礼
凡
夫
　
礼
未
成
仏
姓

観
音
此
名
他
観　

是
維
摩
詰
二〔
不
〕　
奉
已
成
未
成
仏
　

則
念
仏
三
昧
ナ
リ

【
読
み
下
し
文
】（
352
～
354
行
）

　

 

花
厳
経
ニ
云
ハ
ク
。
若
シ
人
欲
ハ
バ
云
。
頌
有
リ
云
。
諸
仏
如
来
法
界
身
入
云
。
則
義
訓
云
。

　

此
ニ
約
キ
テ
、
自
観
、
他
観
有
リ
。
自
観
ト
イ
フ
ハ
、
端
坐
シ
テ
自
身
ヲ
仏
ト
為
シ
テ
観
ズ
。
烏
卒
云
。
金
色
云
。
結
跏
趺
云
。

蓮
華
坐
ニ
坐
ス
云
。
十
弟
子
云
。
梵
云
。
ⓗ
云
。
四
大
云
。
八
部
圍
繞
云
。
他
観
ト
イ
フ
ハ
、
一
切
ノ
人
ハ
皆
仏
ナ
リ
ト
観
ズ
。
又
、

釈
、
阿
、
観
音
ヲ
観
ズ
。
此
ヲ
他
観
ト
名
ヅ
ク
。
是
レ
則
チ
念
仏
三
昧
ナ
リ
。

　

金
剛
頂
経
云
。
一
切
平
等
ノ
礼
云
。
常
ニ
凡
夫
ヲ
軽カ
ロ

ミ
セ
ズ
、
礼
セ
ズ
。
仏
姓
ノ
成
ラ
ザ
ル
ヲ
礼
ス
。
維
摩
詰
ハ
二
不
（
不
二
）

ニ
已
ニ
成
リ
奉
レ
ド
モ
、
仏
ト
成
ラ
ズ
。

【
解
説
】（
352
～
354
行
）

▽
352
～
354
行　

352
行
の
行
頭
、『
華
厳
経
』
の
引
用
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、『
華
厳
経
』
に
同
文
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
　
「
約
此
有
自
観
他
観
」
以
下
、「
自
観
」
と
「
他
観
」
に
つ
い
て
。
観
想
念
仏
の
行
法
の
種
類
で
あ
る
が
、
典
拠
は
不
明
で
あ

る
。
自
観
は
自
分
自
身
を
仏
と
な
し
て
観
想
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。「
結
跏
趺
」
以
下
、
結
跏
趺
坐
し
て
蓮
華
座
に
坐
り
、

十
大
弟
子
や
八
部
衆
な
ど
の
護
法
神
に
囲
繞
さ
れ
て
い
る
仏
の
姿
の
描
写
と
思
わ
れ
る
。
他
観
と
は
、
一
切
の
人
は
仏
で
あ
る
と

観
ず
る
こ
と
、
ま
た
は
諸
仏
諸
菩
薩
を
観
想
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

　
　

354
行
の
右
傍
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
文
は
、『
金
剛
頂
経
』
の
引
用
の
よ
う
で
あ
る
が
、
該
当
す
る
経
文
は
な
い
。「
維
摩
詰
」
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三

以
下
は
、『
維
摩
詰
所
説
経
』
巻
上
、
入
不
二
法
門
品
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（『
維
摩
詰
経
』
で
は
不
二
入
門
品
、『
説
無
垢

称
経
』
で
は
不
二
法
門
品
）。
入
不
二
法
門
品
に
お
い
て
、
維
摩
詰
は
自
ら
が
不
二
（
空
）
の
悟
り
の
法
門
に
入
っ
て
い
る
こ
と

を
菩
薩
た
ち
に
示
す
が
、
維
摩
詰
は
在
家
者
で
あ
り
、
出
家
し
て
成
仏
す
る
こ
と
の
な
い
人
物
で
あ
る
。

【
文
意
】（
352
～
354
行
）

　
『
華
厳
経
』
に
云
う
。
若
し
人
が
欲ね
が

う
な
ら
ば
云
。
頌
有
り
云
。
諸
仏
如
来
法
界
身
入
云
。
則
義
訓
云
。

　

観
想
念
仏
に
は
自
観
と
他
観
が
あ
る
。
自
観
と
い
う
の
は
、
端
坐
し
て
自
分
自
身
を
仏
と
な
し
て
観
想
す
る
こ
と
で
あ
る
。
烏
卒

云
。
金
色
云
。
結
跏
趺
（
坐
）
で
蓮
華
座
に
坐
し
て
、
十
弟
子
、
梵
（
天
）、
ⓗ
、
四
大
（
天
王
）、
八
部
衆
に
囲
繞
さ
れ
る
さ
ま
を

観
想
す
る
。
他
観
と
い
う
の
は
、
一
切
の
人
は
皆
、
仏
で
あ
る
と
観
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
釈
迦
如
来
、
阿
弥
陀
如
来
、
観
音

菩
薩
を
観
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
此
れ
を
他
観
と
名
づ
く
。
是
れ
が
則
ち
念
仏
三
昧
で
あ
る
。

　

金
剛
頂
経
云
。
一
切
平
等
の
礼
云
。
常
に
凡
夫
を
軽
ん
じ
る
こ
と
は
し
な
い
。
礼
す
る
こ
と
も
し
な
い
。
い
ま
だ
仏
性
の
成
就
し

な
い
も
の
に
礼
を
す
る
。
維
摩
詰
は
す
で
に
不
二
の
悟
り
に
入
り
申
し
上
げ
て
い
る
が
、
在
家
者
な
の
で
成
仏
は
し
な
い
の
で
あ

る
。

【
語
注
】（
352
～
354
行
）

352
花
厳
経　
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』。
六
十
巻
本
（
旧
訳
）
と
八
十
巻
本
（
新
訳
）
が
あ
り
、
六
十
巻
本
は
盧
舎
那
仏
、
八
十
巻
本
は

毗
盧
舎
那
仏
が
教
主
。



一
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四

352
自
観
、
他
観　

観
想
念
仏
の
行
法
と
思
わ
れ
る
が
、
典
拠
未
見
。

353
端
坐　

姿
勢
を
と
と
の
え
て
、
正
し
く
座
る
こ
と
。

353
烏
卒　

語
義
不
明
。

353
結
跏
趺　

結
跏
趺
坐
。
両
足
を
組
み
合
わ
せ
る
坐
法
。

353
蓮
華
坐　

密
教
で
結
跏
趺
坐
を
蓮
華
坐
と
い
う
。「
蓮
華
座
」
な
ら
ば
、
仏
・
菩
薩
が
坐
す
蓮
華
の
台
座
。

353
十
弟
子　

仏
の
十
大
弟
子
（
舎
利
弗
・
目
犍
連
・
摩
訶
迦
葉
・
阿
那
律
・
須
菩
提
・
富
楼
那
・
迦
旃
延
・
優
婆
離
・
羅
睺
羅
・
阿

難
陀
）。

353
梵　

梵
天
（
大
梵
天
王
）
か
。
色
界
の
初
禅
天
に
住
む
仏
法
の
守
護
神
。

353
ⓗ　

語
義
不
明
。『
総
索
引
』
は
「
字
音
不
明
、
姑
く
「
チ
ョ
ウ
」
と
し
て
此
に
序
す
」（
漢
字
索
引
、
二
四
八
頁
）
と
し
て
い

る
。

354
四
大　

四
大
天
王
（
四
天
王
。
持
国
天
・
増
長
天
・
広
目
天
・
多
聞
天
）
か
。
仏
法
の
守
護
神
。

354
八
部　

八
部
衆
（
天
・
竜
・
夜
叉
・
乾
闥
婆
・
阿
修
羅
・
迦
楼
羅
・
緊
那
羅
・
摩
睺
羅
迦
）。
仏
法
の
守
護
神
。

354
金
剛
頂
経　
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』。
真
言
宗
で
は
、
本
経
と
『
大
日
経
』
を
両
部
の
大
経
と
す
る
。

354
仏
姓　

仏
性
。
衆
生
が
本
来
有
し
て
い
る
仏
と
な
る
可
能
性
。

354
維
摩
詰　
『
維
摩
経
』
の
主
人
公
。
在
家
者
で
資
産
家
の
維
摩
詰
（
維
摩
居
士
）
が
、
仏
弟
子
や
諸
菩
薩
に
大
乗
思
想
を
説
く
。

支
謙
訳
『
維
摩
詰
経
』、
鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』、
玄
奘
訳
『
説
無
垢
称
経
』
の
三
訳
が
あ
る
。

354
二
不
（
不
二
）　

原
文
「
二
」
の
下
の
文
字
が
判
読
困
難
。
中
田
書
は
「
二
分？

」
と
し
、『
総
索
引
』
は
「
二
不（
不
二
）」
と
し
て
い
る
。
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五
五

「
不
二
」
は
、
事
物
や
概
念
は
自
・
他
、
男
・
女
な
ど
、
対
立
す
る
二
つ
の
も
の
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
体
は
空
で
あ

る
た
め
、
根
本
は
一
体
、
不
二
で
あ
る
と
い
う
理
論
。
一
五
二
頁
【
解
説
】
参
照
。

【
原
文
】（
355
～
361
行
）

355 

生
死
従
何
イ
ツ
ク
起
本
由
无
明
起　

本
住
真
如
一
味
家　

所
諂
无
明　

流
転
六
道
生
死
�
→

356
今
発
心
修
行
知
テ　

无
明
之
自
性
ノ
空
道
理
ヲ
断
テ
ハ
无
明
ヲ
反
ナ
ム
真
如
本
城

357
其
无
明
状
何
ヤ
ヽ
ム
ヽ
シ
ク
无
長　

昏
ト
ヒ
迷
ヘ
ル
物
ソ
←
�
→　

此
ヲ
喩
夜　
　

夜
无
明
暗
夜
ハ云

昧
无
所
見

358
不
知
悪
道ミ
チ

善
道
ト
モ
不
知
陸
溝
谷
ト
モ
杌
ヲ
ハ
為
人
々
為
杌
多
謬
无
明
モ
是
カ
ク
ナ
モ
有
ル

359
又
喩
酔　

々
无
明
酒
云　

酔
人
无
所
知　
　

為
不
マ
シ
キ
為
之
行　

言
不
マ
シ
キ
言
之
語
ヲ

360
故有
卅
六
過
失

喩
酔
�
→
←
�

又
无
明
如
是

喩
卵　

无
明
卵
云　

内己
モ
リ
テ无

長　

无
曽
許
所
ト
モ
蕩
タ
ヽ
ヨ
ヒ
テ
闇
瞑　

故
喩
卵

361
无
明
如
是

【
読
み
下
し
文
】（
355
～
361
行
）

　

 

生
死
ハ
何イ
ヅ

ク
従
リ
カ
起
ル
。

　

本
ヨ
リ
、
无
明
ニ
由
リ
テ
起
ル
。
本モ
ト

ヨ
リ
、
真
如
一
味
ノ
家
ニ
住
ス
。
无
明
ニ
諂ア
ザ
ムカ
ル
レ
バ
、
六
道
ニ
生
死
流
転
ス
。

　
【
�
今
、
発
心
シ
テ
修
行
シ
、
无
明
ノ
自
性
ノ
空
ノ
道
理
ヲ
知
リ
テ
、
无
明
ヲ
断
テ
バ
、
真
如
ノ
本
ノ
城
ニ
反
リ
ナ
ム
。



一
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其
ノ
无
明
ノ
状
ハ
何
ヤ
ム
ヤ
ムシ

ク
シ
テ
長ヲ
サ
ナ无

シ
。
昏マ
ド

ヒ
迷
ヘ
ル
物
ゾ
。（
�
中
継
）
此
ヲ
夜
ニ
喩
フ
。
无
明
ノ
暗
夜
云
。
夜
ハ
昧ク
ラ

ク
シ
テ
、

見
ユ
ル
所
无
シ
。
悪
シ
キ
道ミ
チ

、
善
キ
道
ト
モ
知
ラ
ズ
。
陸
、
溝
、
谷
ト
モ
知
ラ
ズ
。
杌ク
ヒ
ゼヲ

バ
人
ト
為オ
モ

ヒ
、
人
ヲ
杌
ト
為
ヒ
テ
謬
ア
ヤ
マ
リ

多

シ
。
无
明
モ
是カ

ク
ナ
モ
有
ル
。

　

又
酔
ニ
喩
フ
。
无
明
ノ
酒
ニ
酔
フ
云
。
酔
ヘ
ル
人
ハ
知
ル
所
无
シ
。
為ス

マ
ジ
キ
行
ヲ
為
シ
、
言
フ
マ
ジ
キ
語
ヲ
言
フ
。
故
ニ
酔
ニ

喩
フ
。（
�
卅
六
ノ
過
失
有
リ
。）
无
明
モ
是
ノ
如
シ
。

　

又
卵カ
ヒ

ニ
喩
フ
。
无
明
ノ
卵
云
。
内
ニ
己
モ
リ
テ
長ヲ
サ
ナ无

シ
。
曽
許
所
ト
モ
无
ク
、
闇
瞑
ニ
蕩タ
ヾ
ヨフ

。
故
ニ
卵
ニ
喩
フ
。
无
明
モ
是
ノ
如

シ
。】

【
解
説
】（
355
～
361
行
）

▽
355
～
361
行　

斜
線
で
357
行
か
ら
366
行
ま
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
連
絡
線
�
で
356
行
か
ら
361
行
ま
で
省
略
が
示
さ
れ
て
い
る
。
355
～

366
行
は
「
無
明
」
に
つ
い
て
の
二
つ
の
問
答
の
章
段
で
、
355
～
361
行
は
一
つ
め
の
問
答
。

▽
355
～
356
行　
「
生
死
ハ
何イ
ヅ

ク
従
リ
カ
起
ル
」
と
い
う
問
と
そ
の
答
。「
生
死
」
は
「
生
死
流
転
・
生
死
輪
廻
」
の
こ
と
で
、
衆
生
が

巡
り
続
け
る
迷
い
と
苦
し
み
の
世
界
の
こ
と
。
答
は
、「
本
ヨ
リ
、
无
明
ニ
由
リ
テ
起
ル
」
と
あ
り
、
縁
起
説
と
如
来
蔵
思
想
に

も
と
づ
く
問
答
と
思
わ
れ
る
。
無
明
は
煩
悩
の
一
名
。
無
知
で
あ
る
こ
と
、
事
物
の
真
相
が
見
え
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
で
、
迷

い
の
根
本
と
さ
れ
る
。
縁
起
説
は
仏
教
の
根
本
思
想
で
、
生
死
輪
廻
の
原
因
を
十
二
因
縁
（
無
明
・
行
・
識
・
名
色
・
六
処
・

触
・
受
・
愛
・
取
・
有
・
生
・
老
死
）
に
よ
っ
て
説
明
し
て
お
り
、
そ
の
第
一
支
が
「
無
明
」
で
あ
る
。

　
　
「
本
ヨ
リ
、
真
如
一
味
ノ
家
ニ
住
ス
」（
356
行
）
以
下
は
、
衆
生
は
本
来
、
如
来
（
仏
）
と
同
じ
本
性
（
真
如
）
を
有
し
て
い
る
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七

と
考
え
る
如
来
蔵
思
想
に
拠
っ
て
い
る
。
如
来
蔵
思
想
は
縁
起
説
の
上
に
立
っ
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
355
～
356
行
に
は
『
仏
性

論
』『
大
乗
起
信
論
』
な
ど
の
如
来
蔵
系
経
典
の
受
容
が
う
か
が
わ
れ
る
。
例
え
ば
、「
真
如
縁
起
」
の
学
説
で
知
ら
れ
る
『
大
乗

起
信
論
』（
真
諦
訳
）
に
は
、「
是
の
心
は
、
本
よ
り
已
来
、
自
性
清
浄
な
る
に
、
而
も
無
明
あ
り
」
な
ど
、
355
行
の
文
意
に
近
似

す
る
文
句
が
散
見
す
る
。

▽
357
～
361
行　

無
明
を
暗
夜
・
酔
・
卵
殻
に
喩
え
て
説
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
経
典
に
散
見
す
る
無
明
の
比
喩
で
あ
る
。

【
文
意
】（
355
～
361
行
）

　

生
死
（
輪
廻
）
は
ど
こ
か
ら
は
じ
ま
る
の
か
。

　

も
と
よ
り
、
無
明
か
ら
生
死
が
は
じ
ま
る
。
も
と
よ
り
、
衆
生
は
真
如
一
味
の
家
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
無
明
に
欺
か
れ

て
い
る
た
め
に
、
六
道
に
生
死
流
転
す
る
の
で
あ
る
。

　
【
�
今
、
発
心
し
て
修
行
し
、
無
明
の
自
性
の
空
の
道
理
を
知
っ
て
、
無
明
を
断
て
ば
、
真
如
の
本
来
の
城
に
帰
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
無
明
の
状
態
と
は
、
愚
か
に
し
て
お
ぼ
つ
か
な
く
、
惑
い
迷
う
も
の
で
あ
る
。（
�
中
継
）
こ
れ
を
夜
に
喩
え
る
。
無
明
の

暗
夜
云
。
夜
は
暗
く
て
、
何
も
見
え
な
い
。
足
場
の
悪
い
道
、
良
い
道
の
見
分
け
も
つ
か
な
い
。
陸
、
溝
、
谷
の
見
当
も
つ
か
な

い
。
切
り
株
を
人
と
思
っ
た
り
、
人
を
切
り
株
と
思
っ
た
り
、
間
違
い
が
多
い
。
無
明
も
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
無
明
を
酔
に
喩
え
る
。
無
明
の
酒
に
酔
う
云
。
酔
っ
て
い
る
人
は
分
別
が
つ
か
な
い
状
態
で
あ
る
。
や
っ
て
は
い
け
な
い

こ
と
を
や
っ
て
し
ま
い
、
言
っ
て
は
い
け
な
い
言
葉
を
言
っ
て
し
ま
う
。
故
に
、
無
明
を
酔
に
喩
え
る
の
で
あ
る
。（
�
酒
に
は
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八

三
十
六
の
過
失
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。）
無
明
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
卵
の
殻
に
喩
え
る
。
無
明
の
卵
を
い
う
云
。
衆
生
は
無
明
の
殻
の
中
に
こ
も
っ
て
い
て
未
熟
で
あ
る
。（
曽
許
所
ト
モ
无

ク
）
暗
闇
の
中
に
漂
っ
て
い
る
。
故
に
卵
に
喩
え
る
。
無
明
も
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。】

【
語
注
】（
355
～
361
行
）

355
生
死　

生
死
輪
廻
。
衆
生
が
三
界
六
道
を
生
死
流
転
す
る
こ
と
。

355
本モ
ト

ヨ
リ　

原
文
「
本
」
の
読
み
下
し
を
、
中
田
書
は
「
本
（
は
）」、『
総
索
引
』
は
「
本
」
と
し
て
い
る
が
、
漢
文
訓
読
語
の

「
も
と
よ
り
」
と
読
み
下
し
た
。
経
典
の
慣
用
句
「
従
本
（
已
来
）」
に
拠
る
表
現
と
思
わ
れ
る
。「
是
の
心
は
、
本も
と

よ
り
已こ
の

来か
た

（
従
本
已
来
）、
自
性
清
浄
な
る
に
、
而
も
無
明
あ
り
」（
真
諦
訳
『
大
乗
起
信
論
』）。

355
无
明　

無
知
で
あ
る
こ
と
。
煩
悩
の
別
名
。
縁
起
説
の
十
二
因
縁
の
第
一
。

355
真
如
一
味　

真
如
（
真
理
）
の
本
質
は
同
一
で
、
無
差
別
平
等
で
あ
る
こ
と
。

356
自
性　

も
の
・
こ
と
の
固
有
の
本
性
。
実
体
。

356
空
ノ
道
理　
「
空
」
の
理
論
。
二
世
紀
の
竜
樹
（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
）
が
、
縁
起
説
を
展
開
し
て
「
自
性
」（
実
体
）
の
否
定
に

よ
る
「
無
自
性
」
を
明
ら
か
に
し
、
存
在
の
実
態
は
「
空
」
で
あ
る
と
い
う
理
論
を
大
成
し
た
。

357
何ヤ
ム
ヤ
ムシ
ク
シ
テ　
「
や
む
や
む
し
」
は
愚
か
で
あ
る
こ
と
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
「
痛
ヤ
ム
ヤ
ムシ
ク
」（
365
行
）
と
二
例
。

358
杌ク
ヒ
ゼ
　

枝
の
な
い
木
、
ま
た
は
切
り
株
。
369
行
に
「
杌
ク
ヒ
セ
」
と
仮
名
書
さ
れ
て
い
る
。
暗
闇
で
杌
を
人
と
見
誤
る
こ
と
を
、
煩

悩
な
ど
に
よ
る
誤
認
の
譬
喩
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。「
夜
、
杌
を
見
て
、
謂お
も

っ
て
人
と
為
す
が
如
き
」（『
大
智
度
論
』
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一
五
九

巻
第
十
二
）。「
闇
の
中
に
遥
か
に
株
杌
を
望
ん
で
、
人
か
杌
か
を
審
ら
か
に
せ
ず
」（『
摩
訶
止
観
』
巻
第
六
下
）。

358
是カ

ク
ナ
モ　
「
ナ
モ
」
は
係
助
詞
「
ナ
ム
」
の
上
代
語
。「
出
シ
所
ニ
ナ
モ
」（
６
行
）【
語
注
】
参
照
。

359
酔
ニ
喩
フ　

無
明
を
酒
に
酔
っ
た
状
態
に
喩
え
て
い
る
。「
是
の
故
に
契
経
に
異
生
の
類
は
、
恒
に
長
夜
に
処
し
て
、
無
明
に
盲

ひ
ら
れ
、
昏
酔
し
て
心
を
纏
れ
て
、
曾
て
醒
覚
す
る
こ
と
無
し
と
説
け
り
」（『
成
唯
識
論
』
巻
第
五
）。

360
卅
六
ノ
過
失　

飲
酒
は
五
戒
の
一
。『
分
別
善
悪
所
起
経
』
に
飲
酒
に
三
十
六
失
が
あ
る
と
説
く
。『
大
智
度
論
』（
巻
第
十
三
）

に
は
三
十
五
失
と
あ
る
。

360
曽
許
所　

訓
義
不
詳
。
中
田
書
は
「
ソ
コ
ゾ
」
と
訓
み
、『
総
索
引
』
は
「
曽
（
ム
カ
）（

シ
）
許
（
リ
ノ
）
所
ト
モ
无
（
ク
）」
と
訓
ん
で

い
る
。

360
卵カ
ヒ

ニ
喩
フ　
「
か
ひ
」
は
卵
の
か
ら
。
経
典
に
は
「
無
明
㲉カ
ク

」
や
「
無
明
卵
」
が
見
ら
れ
る
。「
㲉
」
は
鳥
の
卵
、
ま
た
は
殻
。

『
一
切
経
音
義
』（
巻
第
十
一
、
他
）
に
「
鳥
卵
ノ
外
殻
也
」
と
あ
る
。「
復
、
無
明
の
㲉
中
に
在
り
と
雖
も
終
に
彼
の
為
に
汚
さ

れ
ざ
れ
ば
な
り
」（『
仏
性
論
』
巻
第
二
）。

【
原
文
】（
362
～
366
行
）

362
←
�
何
断
此
无
明　

由
聞
法
知
物
断
无
明

未
云
々
以
上

聞
法
以サ

前キ
ハ

如
夜
聞
ツ
ル
法
以ノ

後チ
ハ

如
暁　

未
聞
法

363
以
前
如
酔　

聞
法
以
後
如
醒
サ
メ　

未
聞
法
以
前　

如
囚
己
モ
レ
ル
カ
卵カ
ヒ
ニ　

聞
法
以
後
ハ

364
如
卵カ
ヒ

破
ワ
レ
テ
出
ヌ
ル
カ
云　

世
人
反
云
愚
癡　

詈ノ
リ
テ
言
ク　

癡
カ
タ
ク
ナ
物
ノ
己
ノ　

无
長
ヲ
サ
ナ
キ
物

ノ
己
ノ　



一
六
〇

365
痛
ヤ
ヽ
ム
ヽ
シ　

痛
无
計
タ
ツ
カ
ナ
者
无
明
ソ　

不
知
内
言
モ　

不
知
外ト
ノ

言
モ　

无
才
モ
无
方
カ
ト
モ
者

366
无
明
ソ
云
�
→

【
読
み
下
し
文
】（
362
～
366
行
）

　

何イ
カ

ニ
シ
テ
カ
此
ノ
无
明
ヲ
断
タ
ム
。

　

法
ヲ
聞
キ
、
物
ヲ
知
ル
ニ
由
リ
テ
、
无
明
ヲ
断
ツ
云
々
。
以
上
。

　

法
ヲ
聞
カ
ヌ
ヨ
リ
以サ

前キ

ハ
、
夜
ノ
如
シ
。
法
ヲ
聞
キ
ツ
ル
ヨ
リ
以ノ

後チ

ハ
、
暁
ノ
如
シ
。
法
ヲ
聞
カ
ヌ
ヨ
リ
以
前
ハ
、
酔
ヘ
ル
ガ
如

シ
。
法
ヲ
聞
キ
ツ
ル
ヨ
リ
以
後
ハ
、
醒サ
メ

タ
ル
ガ
如
シ
。
法
ヲ
聞
カ
ヌ
ヨ
リ
以
前
ハ
、
卵カ
ヒ

ニ
囚己
モ

レ
ル
ガ
如
シ
。
法
ヲ
聞
ク
ヨ
リ
以
後

ハ
、
卵
破ワ

レ
テ
出
ヌ
ル
ガ
如
シ
云
。
世
ノ
人
、
反
リ
テ
愚
癡
ナ
リ
ト
云
フ
。
詈ノ

リ
テ
言
ハ
ク
、
癡
ナ
物
ノ
己
ノ
、
无オ
サ
ナ長

キ
物
ノ
己
ノ

ト
。
痛
ヤ
ム
ヤ
ムシ

ク
、
痛
ク
、
无タ
ヅ

計カ
ナ

キ
ハ
无
明
ゾ
。
内
ノ
言
モ
知
ラ
ズ
、
外ト

ノ
言
モ
知
ラ
ズ
。
才
モ
无
ク
、
方カ
ド

モ
无
キ
ハ
无
明
ゾ
云
。

【
解
説
】（
362
～
366
行
）

▽
362
～
366
行　

斜
線
で
抹
消
。
前
段
355
～
361
行
に
続
い
て
「
無
明
」
に
つ
い
て
の
章
段
で
、
二
つ
目
の
問
答
。「
何
ニ
シ
テ
カ
此
ノ

无
明
ヲ
断
タ
ム
」
と
い
う
問
に
、「
法
ヲ
聞
キ
、
物
ヲ
知
ル
ニ
由
リ
テ
、
无
明
ヲ
断
ツ
」
と
答
え
て
い
る
。
法
を
聞
い
て
無
明
を

断
つ
以
前
と
以
後
の
状
態
を
、
前
段
と
同
じ
比
喩
（
夜
・
酔
・
卵
）
で
述
べ
る
。
そ
し
て
、
無
明
を
断
っ
た
者
を
世
人
は
理
解
せ

ず
馬
鹿
に
す
る
が
、
実
は
無
明
こ
そ
が
愚
か
な
も
の
な
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
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【
文
意
】（
362
～
366
行
）

　

ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
無
明
を
断
つ
の
か
。

　

法
を
聞
き
、
物
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
明
を
断
つ
の
で
あ
る
云
々
。
以
上
。

　

法
を
聞
く
よ
り
以
前
は
、
夜
の
よ
う
で
あ
る
。
法
を
聞
い
て
か
ら
以
後
は
、
暁
の
よ
う
で
あ
る
。
法
を
聞
く
よ
り
以
前
は
、
酒
に

酔
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
法
を
聞
い
て
か
ら
以
後
は
、
酔
い
か
ら
醒
め
た
よ
う
で
あ
る
。
法
を
聞
く
よ
り
以
前
は
、
卵
の
殻
の
中

に
こ
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
法
を
聞
い
て
か
ら
以
後
は
、
殻
が
割
れ
て
生
ま
れ
出
て
き
た
よ
う
で
あ
る
云
。
し
か
し
世
の
人

は
、
か
え
っ
て
愚
か
だ
と
言
う
。
こ
の
愚
か
者
め
、
こ
の
未
熟
者
め
と
罵
る
。
だ
が
実
は
、
愚
か
で
ひ
ど
く
お
ぼ
つ
か
な
い
も
の
こ

そ
が
無
明
な
の
で
あ
る
。
内
の
こ
と
も
わ
か
ら
ず
、
外
の
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
。
才
も
能
も
な
い
も
の
が
、
無
明
な
の
で
あ
る
云
。

【
語
注
】（
362
～
366
行
）

365
痛
シ　

358
行
【
語
注
】
参
照
。

365
无タ
ヅ

計カ
ナ

キ
ハ　
「
た
づ
か
な
し
」
は
「
た
づ
き
な
し
」
と
同
意
。「
頼
る
所
が
な
い
、
方
法
が
な
い
」
の
意
。
中
田
書
は
「
上
代
文
献

に
、
い
く
ら
か
見
え
る
。「
タ
ヅ
ガ
ナ
シ
」
と
濁
る
」（
二
三
〇
頁
）
と
し
、『
萬
葉
集
』（
巻
第
十
五
、三
六
二
六
番
）、『
続
日
本

紀
』
一
三
詔
、『
源
氏
物
語
』
須
磨
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

365
方カ
ド　
「
か
ど
」
は
、才
覚
。「「
サ
エ
」
と
「
カ
ト
」
と
対
比
し
て
い
る
。
古
文
献
中
の
最
古
例
で
あ
ろ
う
」（
中
田
書
二
二
二
頁
）。



一
六
二

【
原
文
】（
367
～
378
行
）

367
俱
尸
羅
鳥
不
栖
枯
枝　

諸
仏
不菩
薩

翔
不
信
人
当
ニ

368
←
�
不
信
人
ハ
如
花ハ
ナ

開
サ
キ
テ
〔
不
成
〕
実
之
樹　

如
无
木
之
山　

如
无
水
之
川　

外表
ト
ハ
錦
裏
布
ナ
リ

玉
而
内
石
ナ
リ
参
遇
ト
モ

369
仏
ニ
如　
　

対
壁　

参
相
ト
モ
法　

如
向
杌
ク
ヒ
セ
�
→　
　
　

信
人
不
如
是　

表
布
而
内
錦
ナ
リ

370
←
�
有
信
人
ハ
不
待
他
ヲ
自
知
ヌ　

以
一ヒト
言
之
端
知
十トヲノ
言　

以
ノ一ヒトツ

行シ
ワ
サ

之
端
知
百
行　

何
故
興
不
信　

不
見
エ

371
造
罪
人
之
所
至　

不
見
エ
造
功
徳
人
之
所
至　

不
見
エ
浄
土
モ　

不
見
エ
浄
土
不
見
天
堂
モ

372
不
見
エ
地
獄
モ　

不
見
エ
給
仏
モ　

不
見
給
菩
薩
モ　

皆
无
形
物
ナ
リ　

故
不
信　

我
等
无
宿
命

372
智　

无
天
眼　

天
耳　

他
心
漏
尽
通　

天
眼
通
見 

徹 

千
国
万
里　
国
物
如
在
前
マ
ヘ
ニ

　

天
耳
通
聞
万
国
内
物

374
如
在
辺　

我
等
不
知
薄
キ
紙
ノ
彼
カ
ノ
方
ヲ
タ
ニ　

不
聞
壁一

ノ
彼
方
ノ
言
物
イ
フ
ヲ
タ
ニ　

故
不

375
夫信
凡

之
言
ヲ
ハ
信
セ
ム
聖
言人　

従
ハ
諸
侯
百
言
不
如
天
子
ノ
一
言
ニ
ハ　

従
ハ
凡
夫
ノ
百
言

376
不
如
聖
言人
ノ
一ニ
ハ　

故
於
聖
言
可
起
信
心　

信
是
高
位
菩
薩
之
所
行　

十
信
位
之　

菩
薩
モ
修
給
フ

377
信
ヲ　
　
　
　

初
地
ノ
〔
菩
薩
〕モ
亦
修
信　

彼
信
者
四
不
壊
信　
　
　

仏
法
僧
戒　

由
信
三
寶
ヲ

免
四
悪
道
由
信
戒
離
貧
賤
因
云　
　

378
故
可
持
習
此
四
不
壊
信
云

【
読
み
下
し
文
】（
367
～
378
行
）

　
（
�
俱ク

尸シ

羅ラ

鳥
ハ
枯
レ
タ
ル
枝
ニ
栖
マ
ズ
。
諸
仏
菩
薩
ハ
不
信
ノ
人
ニ
翔
リ
タ
マ
ハ
ズ
。
当
ニ
）
不
信
ノ
人
ハ
、
花ハ
ナ

開サ

キ
テ
実
成

ラ
ヌ
樹
ノ
如
シ
。
木
无
キ
山
ノ
如
シ
。
水
无
キ
川
ノ
如
シ
。
表ト

ハ
錦
ニ
シ
テ
、
裏
ハ
布
ナ
リ
。
外
ハ
玉
ニ
シ
テ
、
内
ハ
石
ナ
リ
。
仏
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ニ
参
リ
遇
フ
ト
モ
、
壁
ニ
対
ヘ
ル
ガ
如
シ
。
法
ニ
参
リ
相
フ
ト
モ
、
杌ク
ヒ
ゼニ

対
ヘ
ル
カ
如
シ
。（
�
信
ア
ル
人
ハ
是
ノ
如
ク
ア
ラ
ズ
。

表
ハ
布
ニ
シ
テ
、
内
ハ
錦
ナ
リ
。）
信
有
ル
人
ハ
、
他
ヲ
待
タ
ズ
シ
テ
、
自
ラ
知
リ
ヌ
。
一ヒ
ト

ツ
ノ
言
ノ
端
ヲ
以
テ
十ト
ヲ

ノ
言
ヲ
知
リ

ヌ
。
一ヒ
ト

ツ
ノ
行シ
ワ
ザノ

端
ヲ
以
テ
百
ノ
行
ヲ
知
リ
ヌ
。

　

何
ノ
故
ニ
ソ
不
信
ヲ
興
ス
。

　

罪
ヲ
造
リ
シ
人
ノ
至
ル
所
モ
見
エ
ズ
。
功
徳
ヲ
造
リ
シ
人
ノ
至
ル
所
モ
見
エ
ズ
。
浄
土
モ
見
エ
ズ
。
浄
土
モ
見
エ
ズ
。
天
堂
モ
見

エ
ズ
。
地
獄
モ
見
エ
ズ
。
仏
モ
見
エ
給
ハ
ズ
。
菩
薩
モ
見
エ
給
ハ
ズ
。
皆
形
无
キ
物
ナ
リ
。
故
ニ
信
セ
ズ
。
我
等
ニ
ハ
宿
命
智
无

シ
。
天
眼
モ
、
天
耳
モ
、
他
心
モ
、
漏
尽
通
モ
无
シ
。
天
眼
通
ハ
、
千
国
万
里
ノ
国
ノ
物
ヲ
、
前マ
ヘ

ニ
在
ル
ガ
如
ク
見 

徹 

ル
。
天
耳

通
ハ
、
万
国
ノ
内
ノ
物
ヲ
、
辺
ニ
在
ル
ガ
如
ク
聞
ク
。
我
等
ハ
、
薄
キ
紙
ノ
彼カ

ノ
方
ヲ
ダ
ニ
知
ラ
ズ
。
一
ツ
ノ
壁
ノ
彼
ノ
方
ノ
言モ
ノ
イフ

ヲ
ダ
ニ
聞
カ
ズ
。

　

故
ニ
、
凡
夫
ノ
言
ヲ
バ
信
ゼ
ズ
シ
テ
、
聖
人
ノ
言
ヲ
信
ゼ
ム
。
諸
侯
ノ
百
言
従ヨ

リ
ハ
、
天
子
ノ
一
ツ
ノ
言
ニ
ハ
如
カ
ズ
。
凡
夫
ノ

百
言
従
リ
ハ
、
聖
人
ノ
一
ツ
ノ
言
ニ
ハ
如
カ
ズ
。
故
ニ
、
聖
ノ
言
ノ
於ウ
ヘ

ニ
、
信
心
ヲ
起
コ
ス
ベ
シ
。
信
ハ
是
レ
高
位
ノ
菩
薩
ノ
行
ジ

タ
マ
フ
所
ナ
リ
。
十
信
ノ
位
ノ
菩
薩
モ
信
ヲ
修
シ
給
フ
。
初
地
ノ
菩
薩
モ
、
亦
信
ヲ
修
シ
タ
マ
フ
。
彼
ノ
信
ハ
、
四
不
壊
信
ナ
リ
。

仏
法
僧
ノ
戒
、
三
寶
ヲ
信
ズ
ル
ニ
由
リ
テ
、
四
悪
道
ヲ
免
ル
。
信
ノ
戒
ニ
由
リ
テ
、
貧
賤
ノ
因
ヲ
離
ル
云
。
故
ニ
、
此
ノ
四
不
壊
信

ヲ
持
シ
習
フ
可
シ
云
。

【
解
説
】（
367
～
378
行
）

▽
367
～
378
行　

斜
線
で
抹
消
。「
信
」
に
つ
い
て
の
章
段
。
367
行
～
370
行
は
、
不
信
の
人
と
信
の
あ
る
人
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
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370
行
の
行
末
近
く
に
、「
何
ノ
故
ニ
ソ
不
信
ヲ
興
ス
」
と
い
う
問
を
立
て
、
凡
夫
は
地
獄
や
浄
土
や
仏
な
ど
の
形
の
な
い
も
の

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
不
信
を
起
こ
す
の
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
続
い
て
、
我
々
に
は
神
通
力
が
な
く
無
能
で
あ

る
の
だ
か
ら
、
真
実
を
見
通
す
こ
と
の
で
き
る
聖
人
の
言
葉
を
信
じ
、
四
不
壊
信
（
三
宝
と
戒
を
信
じ
る
こ
と
）
を
持
す
べ
き
で

あ
る
と
説
い
て
い
る
。

【
文
意
】（
367
～
378
行
）

　
（
�
俱
尸
羅
鳥
は
枯
れ
た
枝
に
は
栖
ま
な
い
。
諸
仏
菩
薩
は
不
信
の
人
の
も
と
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
ま
さ
に
）
不
信
の
人
は
、

花
は
咲
く
が
実
の
成
ら
な
い
樹
の
よ
う
で
あ
る
。
木
の
な
い
山
の
よ
う
で
あ
る
。
水
の
な
い
川
の
よ
う
で
あ
る
。
表
は
錦
で
、
裏
は

粗
末
な
布
の
よ
う
で
あ
る
。
外
は
宝
玉
で
、
中
は
石
で
あ
る
。
仏
に
め
ぐ
り
遇
い
申
し
上
げ
て
も
、
壁
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
法
に
め
ぐ
り
会
い
申
し
上
げ
て
も
、、
切
り
株
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。（
�
信
の
あ
る
人
は
そ
う
で
は

な
い
。
表
は
粗
末
な
布
で
、
内
は
錦
で
あ
る
。）
信
の
あ
る
人
は
、
他
人
に
教
え
ら
れ
る
の
を
待
た
ず
に
、
自
ら
知
る
。
一
つ
の
言

葉
を
も
っ
て
、
十
の
こ
と
を
知
る
。
一
つ
の
行
を
も
っ
て
百
の
行
を
知
る
。

　

な
に
ゆ
え
に
不
信
を
お
こ
す
の
か
。

　

我
々
凡
夫
に
は
、
罪
業
を
造
っ
た
人
が
行
く
と
こ
ろ
も
見
え
な
い
。
功
徳
を
造
っ
た
人
が
至
る
と
こ
ろ
も
見
え
な
い
。
浄
土
も
見

え
な
い
。
浄
土
も
見
え
な
い
。
天
堂
も
見
え
な
い
。
地
獄
も
見
え
な
い
。
仏
も
拝
見
で
き
な
い
。
菩
薩
も
拝
見
で
き
な
い
。
皆
、
形

の
な
い
も
の
で
あ
る
。
故
に
不
信
を
お
こ
す
。
我
々
凡
夫
に
は
、
神
通
力
で
あ
る
宿
命
智
通
が
な
い
。
天
眼
通
も
、
天
耳
通
も
、
他

心
通
も
、
漏
尽
通
も
な
い
。
天
眼
通
と
は
、
千
国
万
里
の
国
に
あ
る
も
の
を
、
目
の
前
に
あ
る
よ
う
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
で
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あ
る
。
天
耳
通
と
は
、
万
国
の
中
の
も
の
を
、
近
く
に
あ
る
よ
う
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
能
力
で
あ
る
。
我
々
に
は
、
薄
い
紙
の
向

こ
う
側
さ
え
見
え
な
い
。
一
つ
の
壁
の
向
こ
う
の
言
葉
さ
え
聞
こ
え
な
い
。

　

故
に
、
凡
夫
の
言
葉
を
信
じ
な
い
で
、
聖
人
の
言
葉
を
信
じ
よ
う
。
諸
侯
の
百
言
は
、
天
子
の
一
言
に
は
及
ば
な
い
。
凡
夫
の
百

言
は
、
聖
人
の
一
言
に
は
及
ば
な
い
。
故
に
、
聖
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
信
心
を
お
こ
す
べ
き
で
あ
る
。
信
は
、
高
位
の
菩
薩
の
行
じ

た
ま
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
十
信
の
位
の
菩
薩
も
信
を
修
し
た
ま
う
。
初
地
の
菩
薩
も
、
ま
た
信
を
修
し
た
ま
う
。
そ
の
信
は
、
四
不

壊
信
で
あ
る
。
仏
法
僧
の
戒
、
三
寶
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
悪
道
を
免
れ
る
。
信
の
戒
に
よ
っ
て
、
貧
賤
の
因
を
離
れ
る

云
。
故
に
、
こ
の
四
不
壊
信
を
持
し
習
う
べ
き
で
あ
る
云
。

【
語
注
】

367
俱ク

尸シ

羅ラ

鳥　

kokila 

の
音
写
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
一
種
。
黒
杜
鵑
。
鳩
翅
羅
・
瞿
翅
羅
・
拘
枳
羅
な
ど
と
も
書
く
。「
拘
枳
羅　

梵

語
鳥
名
也
。
上
音
俱
次
鶏
以
反
従
声
立
名
此
鳥
性
好
栄
茂
不
栖
枯
樹
」（
慧
琳
『
一
切
経
音
義
』
巻
第
十
二
）。「
鴛
鴦
鳥
の
清
厠

に
住
せ
ず
、
釈
提
桓
因
の
鬼
と
住
せ
ず
、
鳩
翅
羅
鳥
の
枯
樹
に
棲
ま
ざ
る
が
如
く
、
如
来
も
亦
爾
な
り
と
」（
北
本
『
涅
槃
経
』

巻
第
二
十
、
梵
行
品
）。

368
花
開サ

キ
テ　

花
が
咲
く
の
は
漢
語
で
は
「
開
」、
和
語
で
は
「
さ
く
」。
原
文
「
開
サ
キ
テ
」
と
仮
名
書
を
し
て
、「
ヒ
ラ
キ
テ
」
で

は
な
く
「
サ
キ
テ
」
と
訓
む
よ
う
に
指
示
を
し
て
い
る
。

369
杌ク
ヒ
ゼ
　

358
行
「
杌ク
ヒ
ゼ」【
語
注
】
参
照
。

370
一ヒ
ト

ツ
ノ
言　

原
文
「
一ヒ
ト

言
」。
次
句
に
「
十
ト
ヲ
ノ

言
」「ヒ
ト
ツ一ノ

行シ
ワ
サ」
と
仮
名
書
さ
れ
て
い
る
の
に
合
わ
せ
て
、「
ヒ
ト
コ
ト
」
で
は
な
く
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「
ヒ
ト
ツ
ノ
コ
ト
」
と
訓
む
。
267
行
「
一ヒ
ト

ツ
ノ
言
」【
語
注
】
参
照
。「
一ヒ
ト

ツ
ノ
言
ノ
端
ヲ
以
テ
十ト
ヲ

ノ
言
ヲ
知
リ
ヌ
」
は
『
論
語
』

に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
回
や
一
を
聞
き
て
以
て
十
を
知
る
」（『
論
語
』
巻
第
三
、
公
冶
長
）。

370
一ヒ
ト

ツ
ノ
行シ
ワ
ザ　

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で
は
「
シ
ワ
サ
」
の
仮
名
書
例
に
、「
事
シ
ワ
サ
」（
208
・
209
行
）
の
例
が
あ
る
。「
行
」
に
「
ワ

サ
」
と
仮
名
書
し
た
例
も
あ
る
（
267
行
・
282
行
・
294
行
）。

372
宿
命
智　

宿
命
智
通
。
仏
や
菩
薩
な
ど
が
備
え
る
六
神
通
（
神
足
通
・
天
眼
通
・
天
耳
通
・
他
心
智
通
・
宿
命
智
通
・
漏
尽
通
）

の
一
。
自
分
の
過
去
世
を
思
い
出
す
能
力
。

373
天
眼　

天
眼
通
。
六
神
通
の
一
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
見
通
す
能
力
。

373
天
耳　

天
耳
通
。
六
神
通
の
一
。
あ
ら
ゆ
る
音
を
聞
く
能
力
。

373
他
心　

他
心
智
通
。
六
神
通
の
一
。
他
人
の
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
能
力
。

373
漏
尽
通　

六
神
通
の
一
。
生
が
尽
き
て
煩
悩
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
能
力
。

376
十
信　

菩
薩
が
修
行
す
べ
き
五
十
二
の
段
階
の
う
ち
の
最
初
の
十
の
段
階
。
十
種
の
心
（
信
心
・
念
心
・
精
進
心
・
定
心
・
慧

心
・
戒
心
・
廻
向
心
・
護
法
心
・
捨
心
・
願
心
）。

377
初
地
ノ
菩
薩　

菩
薩
の
位
で
あ
る
十
地
の
う
ち
の
最
初
の
段
階
。

377
四
不
壊
信　

三
宝
と
戒
の
四
つ
を
か
た
く
信
じ
る
こ
と
。

377
四
悪
道　

地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修
羅
の
四
つ
の
世
界
。
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【
原
文
】（
379
～
388
行
）

379
何
而
成
仏　

先
発
菩
提
心　

四
弘
願
云　

受
菩
薩
戒
言
断
一
切
悪
修
一
切
善
度
一
切
生
云　

断
一
切

380
悪
之
所
ニ
入
己
モ
レ
リ　

一
切
戒　

優
波
塞
戒　

優
波
夷
戒　

沙
弥
戒　

沙
弥
尼
戒　

式
沙
摩
那
戒

381
比
丘
若
干
戒　

比
丘
尼
若
干
戒　

菩
薩
若
干
戒　

止
持
作
持
止
戒
作
戒　

三
千
威
儀　

八
万
四
千
微
細
律
儀

382
皆
入
己
モ
レ
リ　

修
一
切
善
所
ニ　

六
度
万
行
皆
入
己
モ
レ
リ　

度
一
切
生
所
ニ
三
界
所
摂
四
生

383
衆
生
皆
度
ト
云
テ
入
己
モ
レ
リ　

此
ヲ
翻
云
イ
ヘ
ハ
菩
薩
摩
訶
薩
之
三
聚
浄
戒　

摂
律
云　

摂
衆
云

384
饒
益
云　
　

由
受
断
一
切
悪
ヲ
戒
作
法
身
ノ
断
徳
之
因　

由
受
修
一
切
善
之
戒
作

385
応
身
ノ
智
徳
ノ
因　

由
受
度
一
切
生
ノ
戒　

作
化
身
恩
徳
因　

作
テ
如
カ
ヽ
ル
三
身
仏
ト

386
法
身
仏
ハ
在
坐
テ
法
界
浄
土
ニ
証
平
等
一
味
之
理　

自
受
法
楽　

応
身
仏
ハ
坐
テ

387
他
受
用
浄
土　

現
十
身
盧
舎
那
身
化
十
地
菩
薩　

化
身
仏
ハ
坐
化
身
浄
土
ニ
八
相
成
道シ
テ

388
化
衆
生　
入
嬰
童
苦
成
降
転
滅
云
々
�
→

【
読
み
下
し
文
】（
379
～
388
行
）

　

何イ
カ

ニ
シ
テ
カ
仏
ト
成
ラ
ム
。

　

先
ヅ
菩
提
心
ヲ
発
セ
。
四
弘
願
云
。
菩
薩
戒
ヲ
受
ケ
ヨ
。
一
切
ノ
悪
ヲ
断
チ
、
一
切
ノ
善
ヲ
修
シ
、
一
切
ノ
生
ヲ
度
ス
ヲ
言
フ

云
。
一
切
ノ
悪
ヲ
断
ツ
所
ニ
、
一
切
ノ
戒
入己
モ

レ
リ
。
優
波
塞
戒
、
優
波
夷
戒
、
沙
弥
戒
、
沙
弥
尼
戒
、
式
沙
摩
那
戒
、
比
丘
若
干
戒
、

比
丘
尼
若
干
戒
、
菩
薩
若
干
戒
。
止
持
作
持
、
止
戒
作
戒
、
三
千
威
儀
、
八
万
四
千
微
細
律
儀
ハ
、
皆
入己
モ

レ
リ
。
一
切
善
ヲ
修
ス
ル
所
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ニ
、
六
度
万
行
ハ
、
皆
入己
モ

レ
リ
。
一
切
生
ヲ
度
ス
所
ニ
、
三
界
所
摂
ノ
四
生
、
衆
生
皆
度
ト
云
ヒ
テ
入己
モ

レ
リ
。
此
ヲ
翻
シ
テ
云イ

ヘ

バ
、
菩
薩
摩
訶
薩
ノ
三
聚
浄
戒
ナ
リ
。
摂
律
云
。
摂
衆
云
。
饒
益
云
。

　

一
切
悪
ヲ
断
ズ
ル
戒
ヲ
受
ク
ル
ニ
由
リ
テ
、
法
身
ノ
断
徳
ノ
因
ト
作
リ
、
一
切
善
ヲ
修
ス
ル
戒
ヲ
受
ク
ル
ニ
由
リ
テ
、
応
身
ノ
智

徳
ノ
因
ト
作
ル
。
度
一
切
生
ノ
戒
ヲ
受
ク
ル
ニ
由
テ
、
化
身
ノ
恩
徳
ノ
因
ト
作
ル
。

　

如カ
ヽ

ル
三
身
仏
ト
作
リ
テ
、
法
身
仏
ハ
法
界
浄
土
ニ
在坐

シ
テ
、
平
等
一
味
ノ
理
ヲ
証
シ
テ
、
自
ラ
法
楽
ヲ
受
ケ
タ
マ
フ
。
応
身
仏
ハ

他
受
用
浄
土
ニ
坐
シ
テ
、
十
身
ノ
盧
舎
那
身
ヲ
現
シ
テ
、
十
地
ノ
菩
薩
ヲ
化
ス
。
化
身
仏
ハ
化
身
浄
土
ニ
坐
シ
テ
、
八
相
成
道
シ
テ

衆
生
ヲ
化
ス
。
入
嬰
童
苦
成
降
転
滅
云
々
。

【
解
説
】

▽
379
～
385
行　

成
仏
（
成
道
）
に
つ
い
て
の
問
答
。「
何
ニ
シ
テ
カ
仏
ト
成
ラ
ム
」
の
問
に
、「
先
ヅ
菩
提
心
ヲ
発
セ
。
四
弘
願
云
。

菩
薩
戒
ヲ
受
ケ
ヨ
」
と
答
え
る
。
天
台
智
顗
に
よ
る
四
弘
誓
願
の
思
想
に
も
と
づ
く
言
説
と
思
わ
れ
る
。
四
弘
誓
願
は
「
衆
生
無

辺
誓
願
度　

煩
悩
無
数
誓
願
断　

法
門
無
量
誓
願
知　

無
上
仏
道
誓
願
成
」
の
四
句
で
、
235
～
236
行
、
243
～
244
行
に
既
出
。
智
顗

は
菩
薩
の
発
心
と
は
「
発
菩
提
心
」
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
大
悲
心
を
起
こ
し
「
四
弘
誓
願
」
を
発
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。「
第
一
云
何
名
菩
薩
発
心
之
相
。
所
謂
発
菩
提
心
。
菩
提
心
者
。
即
是
菩
薩
以
中
道
正
観
以
諸
法
実
相
。
憐
愍
一
切
。
起
大

悲
心
。
発
四
弘
誓
願
」（『
釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
巻
第
一
之
上
）。

　
　

続
い
て
、
大
乗
菩
薩
戒
で
あ
る
三
聚
浄
戒
に
つ
い
て
述
べ
る
。
三
聚
浄
戒
は
、
摂
律
儀
戒
（
止
悪
）・
摂
善
法
戒
（
修
善
）・
摂

衆
生
戒
（
利
他
）
の
三
種
の
戒
か
ら
な
る
。
止
悪
戒
で
あ
る
摂
律
儀
戒
（「
一
切
悪
ヲ
断
ツ
所
」）
に
、
優
婆
塞
戒
以
下
の
小
乗
戒
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が
含
ま
れ
て
い
る
と
説
明
し
て
お
り
（
379
～
382
行
）、
南
都
で
行
わ
れ
て
い
た
大
小
兼
学
の
三
聚
浄
戒
に
一
致
す
る
。
天
台
宗
の

大
乗
菩
薩
戒
は
大
小
兼
学
を
退
け
て
い
る
。（
拙
稿
「
最
澄
『
願
文
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
─
四
弘
誓
願
の
受
容
と
「
檀
主

の
法
会
」
─
」、『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
四
十
二
輯
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）。

▽
384
～
388
行　

三
聚
浄
戒
を
仏
の
三
身
と
三
徳
に
配
し
て
い
る
。

　
　
　
　

止
悪
（
摂
律
儀
戒
）
─
法
身
（
法
界
浄
土
）
─
断
徳
の
因

　
　
　
　

修
善
（
摂
善
法
戒
）
─
応
身
（
他
受
用
浄
土
）
─
智
徳
の
因
…
十
身
の
盧
舎
那
身

　
　
　
　

利
他
（
摂
衆
生
戒
）
─
化
身
（
化
身
浄
土
）
─
恩
徳
の
因
…
八
相
成
道

　

三
聚
浄
戒
を
仏
の
三
徳
に
配
す
る
説
は
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』（
巻
第
十
一
）、
三
聚
浄
戒
を
仏
の
三
身
に
配
す
る
説
は
『
釈

門
帰
敬
儀
』（
巻
上
）
な
ど
に
み
ら
れ
、
法
相
宗
や
律
宗
の
教
義
に
も
と
づ
い
て
い
る
。（
拙
稿
「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
浄
土
」

（『
成
城
文
芸
』
第
二
一
九
号
、
二
〇
一
二
年
六
月
）。

　
　【

文
意
】

　

ど
う
や
っ
た
ら
仏
に
な
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
菩
提
心
を
発お
こ

せ
。
四
弘
誓
願
を
発
し
、
菩
薩
戒
を
受
け
よ
。
一
切
の
悪
を
断
ち
、
一
切
の
善
を
修
し
、
一
切
衆
生
を
済
度

す
る
戒
で
あ
る
云
。
一
切
の
悪
を
断
つ
戒
の
中
に
、
一
切
の
戒
が
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
優
婆
塞
戒
・
優
婆
夷
戒
・
沙
弥
戒
・

沙
弥
尼
戒
・
式
沙
摩
那
戒
・
比
丘
若
干
戒
・
比
丘
尼
若
干
戒
・
菩
薩
若
干
戒
・
止
持
作
持
・
止
戒
作
戒
・
三
千
の
威
儀
・
八
万
四
千

の
微
細
の
律
儀
は
皆
、（
一
切
の
悪
を
断
つ
戒
の
中
に
）
含
ま
れ
て
い
る
。
六
度
万
行
は
皆
、
一
切
善
を
修
す
る
戒
の
中
に
含
ま
れ
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て
い
る
。
三
界
に
住
む
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
す
べ
て
、
衆
生
皆
度
と
い
っ
て
一
切
衆
生
を
済
度
す
る
戒
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
翻
し
て
言
え
ば
、
菩
薩
摩
訶
薩
の
三
聚
浄
戒
で
あ
る
。
摂
律
（
儀
戒
）
云
。
摂
衆
（
生
戒
）
云
。
饒
益
（
有
情
戒
）
云
。

　

一
切
悪
を
断
ず
る
戒
（
摂
律
儀
戒
）
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
身
の
断
徳
の
因
と
作な

り
、
一
切
善
を
修
す
る
戒
（
摂
善
法

戒
）
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
応
身
の
智
徳
の
因
と
作
る
。
一
切
衆
生
を
済
度
す
る
戒
（
摂
衆
生
戒
）
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
化
身
の
恩
徳
の
因
と
作
る
。

　

こ
の
よ
う
な
三
身
仏
と
な
り
、
法
身
仏
は
法
界
浄
土
に
お
い
で
に
な
り
、
平
等
一
味
の
理
を
証
し
て
、
自
ら
法
楽
を
お
受
け
に
な

る
。
応
身
仏
は
他
受
用
浄
土
に
お
い
で
に
な
り
、
十
身
の
盧
舎
那
身
を
現
し
て
、
十
地
の
菩
薩
を
化
す
。
化
身
仏
は
化
身
浄
土
に
お

い
で
に
な
り
、
八
相
成
道
し
て
衆
生
を
化
す
。（
八
相
と
は
）
入
（
胎
）・
嬰
（
児
）・
童
（
子
）・
苦
（
行
）・
成
（
道
）・
降
（
魔
）・

転
（
法
輪
）・（
入
）
滅
云
々
。

【
語
注
】

379
四
弘
願　

四
弘
誓
願
。
あ
ら
ゆ
る
菩
薩
、
大
乗
の
出
家
者
が
立
て
る
誓
願
で
、「
総
願
」
と
さ
れ
る
。
衆
生
無
辺
誓
願
度
・
煩
悩

無
数
誓
願
断
・
法
門
無
尽
誓
願
知
・
仏
道
無
上
誓
願
証
の
四
つ
の
誓
願
。
232
～
236
行
【
解
説
】
参
照
。

379
菩
薩
戒　

菩
薩
が
守
る
べ
き
戒
律
。
大
乗
戒
。

380
優
波
塞
戒　

優
婆
塞
戒
。
優
婆
塞
（
男
性
の
在
家
信
者
）
が
守
る
べ
き
戒
律
。
五
戒
（
不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
�
・
不
妄
語
・

不
飲
酒
）
と
八
斎
戒
。
五
戒
・
沙
弥
戒
・
沙
弥
尼
戒
・
式
沙
摩
那
戒
・
比
丘
戒
・
比
丘
尼
戒
は
小
乗
戒
で
あ
る
。

380
優
波
夷
戒　

優
婆
夷
戒
。
優
婆
夷
（
女
性
の
在
家
信
者
）
が
守
る
べ
き
戒
律
。
優
婆
塞
の
五
戒
と
同
じ
。
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380
沙
弥
戒　

沙
弥
（
二
十
歳
に
満
た
な
い
男
性
の
出
家
者
）
が
守
る
べ
き
戒
律
。
十
戒
。

380
沙
弥
尼
戒　

沙
弥
尼
（
式
沙
摩
那
に
な
る
前
の
女
性
の
出
家
者
）
が
守
る
べ
き
戒
律
。
沙
弥
戒
に
同
じ
。

380
式
沙
摩
那
戒　

式
沙
摩
那
（
正
学
女
。
十
八
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
、
具
足
戒
を
受
け
る
準
備
を
し
て
い
る
尼
）
が
受
け
る
戒

律
。

381
比
丘
若
干
戒　

比
丘
戒
は
、
比
丘
（
大
僧
）
が
守
る
べ
き
戒
律
。
具
足
戒
。
約
二
百
五
十
戒
。

381
比
丘
尼
若
干
戒　

比
丘
尼
戒
は
、
比
丘
尼
（
尼
僧
）
が
守
る
べ
き
戒
律
。
具
足
戒
。
約
三
百
四
十
八
戒
。

381
止
持
作
持　

止
持
は
、
悪
を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
、
作
持
は
積
極
的
に
善
を
お
こ
な
う
こ
と
。

381
三
千
威
儀　

比
丘
・
比
丘
尼
が
保
つ
べ
き
生
活
規
則
。
具
足
戒
の
二
百
五
十
に
対
し
て
、
そ
の
他
の
細
則
を
三
千
と
い
う
。

381
八
万
四
千
微
細
律
儀　

律
儀
は
身
心
を
抑
制
す
る
こ
と
、
悪
行
を
防
止
す
る
こ
と
。
智
顗
『
法
界
次
第
初
門
』（
巻
下
之
上
）

に
、「
大
比
丘
比
丘
尼
は
具
足
戒
乃
至
三
千
威
儀
、
八
万
の
律
行
な
り
」
と
あ
る
。

381
六
度
万
行　

六
度
（
六
波
羅
蜜
）
や
そ
の
他
の
一
切
の
善
行
。

383
三
聚
浄
戒　

大
乗
菩
薩
戒
。
摂
律
儀
戒
（
止
悪
）・
摂
善
法
戒
（
修
善
）・
摂
衆
生
戒
（
饒
益
有
情
戒
、
利
他
）
の
三
種
の
戒
。

384
断
徳　

煩
悩
を
断
ず
る
徳
で
、
仏
の
三
徳
（
断
・
智
・
恩
）
の
一
。
三
徳
を
止
悪
・
修
善
・
利
他
の
三
聚
浄
戒
と
仏
の
三
身
に
配

し
て
い
る
。
一
六
八
頁
【
解
説
】
参
照
。

385
三
身
仏　

仏
の
三
つ
の
体
。
350
～
351
行
【
解
説
】
参
照
。

386
法
楽　

仏
法
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
知
す
る
悦
楽
。「
自
受
用
身
は
自
ら
法
楽
を
受
け
、
他
受
用
身
は
他
を
し
て
受
容
せ
し

む
。
成
唯
識
に
説
く
、
自
受
用
身
は
恒
に
自
ら
広
大
の
法
楽
を
受
用
す
。
他
受
用
身
は
十
地
の
衆
の
為
に
通
を
現
じ
法
を
説
き
、
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衆
の
疑
網
を
決
し
、
他
を
し
て
楽
を
受
け
し
む
」（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
七
之
本
、
三
身
義
林
）

387
十
身
ノ
盧
舎
那
身　
「
盧
舎
那
」
は
350
～
351
行
【
解
説
】
及
び
350
行
「
毗
盧
舎
那
如
来
」【
語
注
】
参
照
。『
華
厳
経
』
に
仏
の
二

種
の
十
身
が
説
か
れ
て
い
る
（
六
十
巻
本
『
華
厳
経
』
巻
第
二
十
七
、『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
第
十
四
）

388
八
相
成
道
シ
テ　

釈
迦
牟
尼
仏
な
ど
の
変
化
身
の
仏
は
、
変
化
土
に
お
い
て
入
胎
か
ら
入
涅
槃
（
入
滅
）
ま
で
の
八
相
を
現
す
と

さ
れ
る
。「
摂
大
乗
論
の
第
九
巻
に
説
く
、
仏
の
変
化
身
は
能
く
八
相
を
現
ず
。
天
宮
に
現
に
没
し
、
生
を
受
け
、
欲
を
受
け
、

城
を
踰
え
て
出
家
し
、
諸
の
苦
行
を
修
し
、
大
菩
提
を
証
し
、
大
法
輪
を
転
じ
、
大
涅
槃
に
入
る
と
」（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻

第
七
之
本
、
三
身
義
林
）。

388
入
嬰
童
苦
成
降
転
滅　

前
項
「
八
相
」
を
、
一
字
ず
つ
略
記
し
て
い
る
。「
大
般
若
経
五
百
八
十
八
に
亦
八
相
を
説
く
。
一
に
天

よ
り
没
す
、
即
ち
入
胎
の
相
、
二
に
嬰
児
即
ち
受
生
の
相
、
三
に
童
子
、
即
ち
受
欲
の
相
、
四
に
苦
行
、
五
に
成
道
、
六
に
降

魔
、
七
に
転
法
輪
、
八
に
入
涅
槃
な
り
」（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
七
之
本
、
三
身
義
林
）。

【
原
文
】（
389
行
～
391
行
）

389
菩何
故
三
世
仏提
樹
而下

成
道　

菩
提
樹
ハ
在
中
天
笠
摩
竭
陀
国
迦
毗
羅
城　

三
千
大
千
世
界
中正

390
下
徹
金
剛
輪
際　

於
三
世
仏

是
成
道　

余
所
ハ
地
弱　

入
金
剛
定
時　

地
振
裂サ
ケ

不
能
受
持

391
唯
菩
提
樹
下
耳
堅
ツ
ヨ
全
マ
タ
而
不
振
裂
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【
読
み
下
し
文
】（
389
行
～
391
行
）

　
（
�
何
ガ
故
ニ
三
世
仏
ハ
、
菩
提
樹
ノ
下
ニ
シ
テ
成
道
シ
タ
マ
フ
。
菩
提
樹
ハ
中
天
笠
（
竺
）
摩マ

竭カ

陀ダ

国
ノ
迦カ

毗ビ

羅ラ

城
ニ
在
リ
。

三
千
大
千
世
界
ノ
正
シ
ク
中
ニ
シ
テ
、
下
ハ
金
剛
輪
際
ノ
下
ニ
徹
ル
。
三
世
仏
ハ
、
是
ニ
於
テ
成
道
ス
。
余
所
ハ
地
弱
ク
シ
テ
、
金

剛
定
ニ
入
ル
時
ニ
、
地
振
ヒ
裂
ケ
テ
受
持
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
唯
、
菩
提
樹
ノ
下
ノ
ミ
堅ツ
ヨ

ク
全マ
タ

ク
シ
テ
、
振
ヒ
裂
ケ
ズ
。）

【
解
説
】（
389
行
～
391
行
）

▽
389
～
391
行　

連
絡
線
�
で
389
行
か
ら
391
行
ま
で
の
省
略
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

金
剛
座
（
仏
が
成
道
し
た
座
）
に
つ
い
て
の
問
答
。「
何
ガ
故
ニ
三
世
仏
ハ
菩
提
樹
ノ
下
ニ
シ
テ
成
道
シ
タ
マ
フ
」
の
問
に
、

中
天
竺
摩
竭
陀
国
迦
毗
羅
城
に
あ
る
菩
提
樹
の
下
は
世
界
の
中
心
に
あ
り
、
最
も
地
盤
が
堅
牢
で
、
仏
が
金
剛
定
に
入
る
と
き
の

振
動
に
耐
え
得
る
唯
一
の
場
所
で
あ
る
か
ら
と
答
え
る
。
小
峯
和
明
氏
は
、『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
八
や
『
慈
恩
大
師
伝
』
巻
第

三
に
拠
る
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
（『
中
世
法
会
文
芸
論
』
七
十
一
頁
）。「
菩
提
樹
の
垣
の
正
中
に
、
金
剛
座
有
り
。
昔
、
賢
劫

の
初
め
に
成
り
、
大
地
と
俱
に
起
こ
り
し
も
の
に
し
て
、
三
千
大
千
世
界
の
中
に
拠
り
、
下
は
金
輪
を
極
め
、
上
は
地
の
際
を
侵

す
。（
中
略
）
賢
劫
の
千
仏
が
之
に
坐
し
て
金
剛
定
に
入
れ
る
故
に
焉
を
金
剛
座
と
曰
ひ
、
聖
道
を
証
れ
る
所
な
れ
ば
、
亦
道
場

と
も
曰
ふ
。
大
地
が
振
動
す
る
も
、
独
り
傾
き
揺
ぐ
こ
と
無
し
」（『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
八
、
摩
掲
陁
国
）。
他
経
典
に
も
金
剛

座
の
説
明
が
見
ら
れ
る
。「
菩
薩
苦
行
も
て
、
為
に
之
を
解
か
ん
と
欲
し
、
今
日
決
定
し
て
、
此
の
樹
下
に
於
て
、
結
跏
趺
坐
し

て
、
無
上
道
を
成
ぜ
ん
。
此
の
地
は
、
乃
ち
是
過
去
諸
仏
の
金
剛
の
座
な
り
。
余
方
悉
く
転
ず
と
も
、
斯
の
処
は
動
ぜ
ず
、
妙
定

を
受
く
る
に
堪
ふ
」（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
三
）。「
唯
、
こ
の
洲
（
南
贍
部
洲
）
の
中
に
の
み
金
剛
座
有
り
。
上
は
地
際
を
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窮
め
下
は
金
輪
に
拠
る
。
一
切
の
菩
薩
の
将
に
正
覚
に
登
ら
ん
と
す
る
や
、
皆
、
此
の
座
の
上
に
坐
し
て
金
剛
喩
定
を
起
す
。
余

の
依
及
び
余
の
処
所
に
は
、
堅
固
な
る
力
の
能
く
此
れ
を
持
す
る
も
の
有
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
な
り
」（『
阿
毘
達
磨
俱
舎

論
』
巻
第
十
一
）。

【
文
意
】（
389
行
～
391
行
）

　

何
故
に
三
世
仏
は
、
菩
提
樹
の
下
で
成
道
な
さ
れ
た
の
か
。

　

菩
提
樹
は
中
天
竺
摩
竭
陀
国
迦
毗
羅
城
に
在
る
。
三
千
大
千
世
界
の
正
し
く
中
心
に
あ
り
、
下
は
金
剛
輪
際
の
下
に
通
徹
し
て
い

る
。
三
世
仏
は
、
そ
こ
で
成
道
し
た
の
で
あ
る
。
ほ
か
の
場
所
は
地
盤
が
弱
く
、
金
剛
定
に
入
る
時
に
、
地
が
振
動
で
裂
け
て
保
つ

こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
菩
提
樹
の
下
だ
け
が
完
全
に
堅
牢
で
、
振
い
裂
け
な
い
の
で
あ
る
。

【
語
注
】（
389
行
～
391
行
）

389
三
世
仏　

三
世
（
過
去
世
・
現
在
世
・
未
来
世
）
の
諸
仏
。

389
摩
竭
陀
国　

マ
ガ
ダ
国
。
古
代
イ
ン
ド
の
十
六
国
の
一
。
ガ
ン
ジ
ス
川
下
流
域
に
位
置
す
る
。

389
迦
毗
羅
城　

カ
ミ
ラ
城
。
釈
迦
族
の
居
住
地
で
、
釈
尊
（
ガ
ウ
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
）
が
育
っ
た
地
。

390
金
剛
輪
際　

金
輪
際
。
仏
教
的
世
界
観
に
よ
る
、
大
地
の
下
層
に
あ
る
金
輪
の
最
も
下
の
部
分
。

390
金
剛
定　

金
剛
喩
定
。
金
剛
三
昧
。
金
剛
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
に
譬
え
ら
れ
る
べ
き
禅
定
（
深
く
精
神
統
一
さ
れ
た
状
態
）。
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【
原
文
】（
392
～
395
行
）

392
←
� 

人
蒙ト
モ

三
寶
恩
未
知
其
志　

日
観
世
菩
薩
化　

月
徳　

星
虚
空　

大
地
盧
舎
那
仏
身　

天
道

393
人
道
地
云　

餓
云　

畜　

阿
云　

盧
舎
那
仏
身
ニ
在
物
ソ　

菩
薩
或
作
河
或
作
火
水　

或
作

394
雨
風　

或
作
菓
〔
薬
〕　

或
作
稲
米
雑
ク
サ
貨
タ
カ
ラ　

田
畠
作
食
皆
仏
身
云　

如
是
利
益
衆
生

395
故
不
可
誹
謗
三
寶　

不
可
謗
天
地　

日
月
云　

風
雨
云　

海
山
云　

由
此
蒙
三
寶
守　

天
地
守
云

　

他
准
之　
　
　
　

【
読
み
下
し
文
】（
392
～
395
行
）

　

 

人
ハ
三
寶
ノ
恩
ヲ
蒙
レ
ド
モ
、其
ノ
志
ヲ
知
ラ
ズ
。
日
ハ
観
世
菩
薩
ノ
化
。
月
ハ
徳
。
星
ハ
虚
空
。
大
地
ハ
盧
舎
那
仏
身
ナ
リ
。

天
道
。
人
道
。
地
云
。
餓
云
。
畜
。
阿
云
。
盧
舎
那
仏
身
ニ
在
ル
物
ゾ
。
菩
薩
ハ
或
イ
ハ
河
ト
作
リ
、
或
イ
ハ
火
、
水
ト
作
リ
、
或

イ
ハ
雨
、
風
ト
作
リ
、
或
イ
ハ
菓
、〔
薬
〕
ト
作
リ
、
或
イ
ハ
稲
、
米
、
雑
ク
サ
グ
サノ

貨タ
カ
ラ、

田
、
畠
ト
作
リ
、
食
ト
作
ル
。
皆
仏
身
ナ
リ
云
。

是
ノ
如
ク
衆
生
ヲ
利
益
ス
。
故
ニ
、
三
寶
ヲ
誹
謗
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
可
カ
ラ
ズ
。
天
地
ヲ
謗
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
日
月
云
。
風
雨
云
。
海
山

云
。
此
ニ
由
リ
テ
三
寶
ノ
守
、
天
地
ノ
守
ヲ
蒙
ル
云
。
他
ハ
之
ニ
准
ズ
。

【
解
説
】（
392
～
395
行
）

▽
392
～
395
行　

三
宝
の
恩
に
つ
い
て
述
べ
る
。
日
も
月
も
、
天
も
地
も
、
雨
も
風
も
食
物
も
す
べ
て
仏
身
の
化
し
た
も
の
で
あ
り
、

三
宝
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
な
っ
て
衆
生
を
利
益
し
て
い
る
の
で
、
三
宝
を
謗
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。
351
行
と
類
似
の
思
想
に



一
七
六

基
づ
い
て
い
る
が
、
出
典
は
未
見
。
三
宝
の
恩
は
『
心
地
観
経
』
の
四
恩
（
父
母
・
三
宝
・
国
王
・
衆
生
）
の
一
つ
。（
拙
稿

「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」『
国
語
国
文
』
第
六
十
巻
第
九
号
、
一
九
九
一
年
九
月
参
照
）。
395
行
末
に
「
他

ハ
之
ニ
准
ズ
」
と
あ
り
、
こ
の
章
段
が
文
例
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【
文
意
】（
392
～
395
行
）

　

人
は
三
寶
の
恩
を
蒙
る
け
れ
ど
も
、
其
の
志
を
知
ら
な
い
。
日
は
観
世
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
。
月
は
妙
徳
菩
薩
、
星
は
虚
空
蔵
菩

薩
、
大
地
は
盧
舎
那
仏
の
化
身
で
あ
る
。
天
道
・
人
道
・
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・
畜
生
道
・
阿
修
羅
道
の
六
道
は
、
す
べ
て
盧
舎
那
仏

の
仏
身
の
中
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
菩
薩
は
あ
る
と
き
は
河
と
な
り
、
あ
る
と
き
は
火
と
な
り
、
水
と
な
り
、
あ
る
と
き
は
雨
、
風

と
な
り
、
あ
る
と
き
は
果
実
や
薬
と
な
り
、
あ
る
と
き
は
稲
、
米
、
さ
ま
ざ
ま
な
財
物
、
田
、
畠
と
な
り
、
食
物
と
な
る
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
皆
、
仏
身
で
あ
る
云
。
三
寶
は
こ
の
よ
う
に
衆
生
を
利
益
す
る
。
故
に
、
三
寶
を
誹
謗
申
し
上
げ
て
は
い
け
な
い
。
天
地

を
謗
っ
て
は
い
け
な
い
。
日
月
云
。
風
雨
云
。
海
山
云
。
こ
れ
に
よ
っ
て
三
寶
の
守
り
、
天
地
の
守
り
を
蒙
る
云
。
他
は
之
に
准
ず

る
。

【
語
注
】（
392
～
395
行
）

392
三
寶
ノ
恩　
『
心
地
観
経
』
の
四
恩
（
父
母
・
三
宝
・
国
王
・
衆
生
）
の
一
つ
。

392
觀
世
菩
薩　

観
世
音
菩
薩
。

393
徳　

妙
徳
菩
薩
で
あ
ろ
う
。
音
写
は
文
殊
師
利
菩
薩
。



東大寺諷誦文稿注釈〔八・結〕

一
七
七

393
虚
空　

虚
空
蔵
菩
薩
で
あ
ろ
う
。
302
行
「
虚
空
ノ
功
徳
」【
語
注
】
参
照

393
盧
舎
那
仏
身　

仏
の
三
身
思
想
に
よ
る
。
190
～
200
行
・
350
～
351
行
【
解
説
】
参
照
。

395
三
宝
ヲ
誹
謗
シ　

梵
網
戒
の
十
重
禁
戒
に
、
毀
謗
三
宝
戒
が
あ
る
。「
若な
ん

ぢ
仏
子
、
自
ら
三
宝
を
謗
り
、
人
を
教
へ
て
三
宝
を
謗

ら
し
め
ば
、
謗
の
因
、
謗
の
縁
、
謗
の
法
、
謗
の
業
も
あ
ら
ん
。
而
も
菩
薩
は
外
道
及
以
悪
人
の
、
一
言
も
仏
を
謗
る
音
声
を
見き

い
て
は
、
三
百
の
鋒
も
て
心
を
刺
す
が
如
く
な
る
べ
し
、
況
や
口
に
自
ら
謗
じ
て
、
信
心
、
孝
順
心
を
生
ぜ
ら
ん
を
や
。
而
る
を

反
っ
て
更
に
悪
人
、
邪
見
人
を
助
け
て
謗
ぜ
し
め
ば
是
れ
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
な
り
」（『
梵
網
経
』
巻
下
）。




